












年
号

F

事
項

よっゃ

明
治
42
0
東
京
市
四
谷
区
に
生
ま
れ
る。

こ
お
り
や
ま

大
正
5
7
奈
良
県
郡
山
男
子
尋
常
高
等

小
学
校
入
学。

大
正
11
13
京
城
府
京
城
中
学
校
入
学。

大
正
15
17
第一
高
等
学
校
文
科
甲
類
入
学。

昭
和
2
18
即
配
幻
で一
年
間
休
学。

昭
和
5
21
東
京
帝
国
大
学
国
文
科
入
学。

昭
和
8
24
同
大
学
卒
業
後、
同
大
学
院
進

学、
横
浜
高
等
女
学
校
に
赴
任。

昭
和
9
25
「
虎
狩」
が
「
中
央
公
論」
選

外
佳
作
と
な
る。

昭
和
16
32
南
洋
庁
の
国
語
教
科
書
綱
集
書

記
と
し
て
パ
ラ
オ
に
出
発。

昭
和
17
33
「
山
月
記」
「
文
字
禍」
を
「
古

冗」
と
し
て
「
文
学
界」
に
発

表。
三
月、
帰
国。
七
月、
第

一
作
品
集
『
光
と
風
と
夢』、

―
一
月、
第二
作
品
集
『
南
島

課』
刊
行。
―
二
月
四
日、
喘

息
の
影
轡
に
よ
り
死
去。

作
者
解
説

中＇
阜
空
敦

◆
家
系
と
青
少
年
期
一
九
0
九
一

（
明
治
四
二）
年、
東
京
市
四
谷
区
一

た

ん

す

ま
ち

箪
笥
町
（
現
東
京
都
新
宿
区）
に
生
一

ま
れ
る。
父
母
と
も
に
教
員
で、
祖
一

父
慶
太
郎
（
撫
山）、
伯
父
靖、
端
一

（
斗
南）
は
漢
学
者。
敦一
歳
の
時
i

ち

ょ

こ

に
母
の
千
代
子
が
離
別
さ
れ、
小
学
一

校
入
学
ま
で
は
埼
玉
県
の
祖
父
母
の
一

も
と
で
育
て
ら
れ
た。
以
後、
父
の
一

勤
務
地
に
つ
い
て
奈
良、
浜
松、
京
一

城（
現
韓
国
ソ
ウ
ル）
と
転
々
と
し
た。
一

◆
文
学
へ
の
開
眼
と
教
師
時
代
一

―

九
二
六
（
大
正一
五）
年、
第一
高
一

等
学
校
文
科
甲
類
に
入
学
し、
在
学
一

中
に
肋
膜
炎
を
患
い、
以
後
持
病
の
一

喘
息
に
悩
ま
さ
れ
た。
一
九
三
0
-

（
昭
和
五）
年、
東
京
帝
国
大
学
国
一

な
が

い

文
学
科
に
入
学。
大
学
時
代
に
永
井
一

飢
即．
幻
年
叫
叫‘
配
密
知
ら
を
一

集
中
的
に
読
ん
だ。
一
九
三
三
（
昭
一

和
八）
年、
私
立
横
浜
高
等
女
学
校
一

の
国
語・
英
語
教
師
と
し
て
赴
任。

一
一
方
で
東
京
帝
国
大
学
の
大
学
院
に

籍
を
置
い
て
鵬
外
を
研
究
テ
ー
マ
と

し
た
が、
一
九
三
四
（
昭
和
九）
年

三
月
に
中
退
し
た。
同
年、
「
虎
狩」

が
「
中
央
公
論」
懸
賞
選
外
佳
作
と

な
る。
教
師
と
し
て
勤
め
な
が
ら
執

筆
活
動
を
継
続。
一
九
三
六
（
昭
和

―
-
)
年
に
執
筆
さ
れ
た
「
か
め
れ

お
ん
日
記」、
「
狼
疾
記」
に
は
当
時

の
教
師
生
活
時
代
の
心
境
が
映
し
出

さ
れ
て
い
る。

◆
南
洋
ヘ

一
九
四一
（
昭
和一

六）
年
三
月、
持
病
の
喘
息
発
作
の

悪
化
に
よ
り
休
職、
そ
の
治
療
も
目

的
と
し
て、
六
月
に
南
洋
庁
の
国
語

教
科
書
編
集
書
記
と
し
て
パ
ラ
オ
に

着
任
し
た。
現
地
に
お
け
る
人
々
へ

の
圧
政
に
心
を
痛
め、
南
洋
の
人
々

を
観
察
し
た
り
話
を
聞
い
た
り
す
る

こ
と
で
時
を
過
ご
す。
こ
の
時
期
に

集
め
た
伝
説
や
民
話
は、
の
ち
に

『
南
島
諏』
に
生
か
さ
れ
て
い
る。

◆「
山
月
記」
と
中
島
敦

H
本
出
国

ふ
か

だ

前
に、
親
交
の
あ
っ
た
小
説
家
深
田

葦
ゅ
う

や

久
弥
に
預
け
た
原
稿
の
う
ち、
「
山
月

記」
と
「
文
字
禍」
が
「
古
諏」
と
題

し
て
「
文
学
界」
昭
和一
七
年
二
月

号
に
掲
載
さ
れ
た。
自
身
は
三
月
に

帰
国
し
た
際
に
こ
の
こ
と
を
知
っ
た。

学
生
時
代
に
成
績
優
秀
で、
第一
高

等
学
校、
東
京
帝
国
大
学
か
ら
教
師、

官
吏
の
道
を
進
み、
小
説
家
へ
の
夢

を
捨
て
な
か
っ
た
生
涯
は、
「
山
月

り

ち
ょ
う

記」
の
李
徴
の
人
生
を
思
わ
せ
る。

漢
学
者
の
家
系
で
身
近
に
漢
籍
が

あ
っ
た
こ
と
も
多
く
の
作
品
に
生
か

さ
れ
て
い
る。
「
山
月
記」
で
作
家
と

し
て
注
目
を
集
め、
同
年、
第一
作

品
集
『
光
と
風
と
夢』、
第
二
作
品

集
『
南
島
諏』
を
刊
行
し
た
が、
専

業
作
家
と
な
っ
て
わ
ず
か
三
か
月
で、

喘
息
が
原
因
の
心
臓
衰
弱
に
よ
り
死

去
し
た。
死
後、
「
名
人
伝」
「
弟
子」

「
李
陵」
が
発
表
さ
れ
た。

13 


